教材番号　　刑事一般№5
対象　　　　中・高

少年事件をどう裁くか～大人と子どもの境目は？
　　　　　　　　　　　　　　

１　事例

(1)  架空の事案（強盗と致傷）
　　少年が、友人とともに、公園でナイフを示して、被害者からお金を脅し取ろうとしましたが、被害者が向かってきたので、ナイフを振り回したところ、被害者に怪我をさせてしまい、驚いて、お金を奪わずに逃走しました。

(2) 実際にあった事案
　　少年が、近隣の人から「覗き」を指摘されたことなどから、夜間、近隣宅に侵入し、家人を次々ナイフで刺して、３人を死亡させ、３人に重傷（それぞれ半身麻痺後遺症、意識不明、回復は１人だけ）を負わせた上、逃走時に玄関前に放火しました。但し、放火については、自然消火しました。

２　テーマ・ポイント

　　少年事件の理念と流れを学び、「少年は教育によって変わる」として成人とは異なる扱いがされていることを知った上で、少年の生育歴や事件の背景、被害感情などさまざまな事実から、プラス要素・マイナス要素を見出して情状を評価し、処分を選択。選択理由について、周囲と意見交換をする中で、合理的な説明の重要性を学びつつ、再度、自分の選択を検証してもらう。

３　授業の進め方（一例）

　　導入として「大人と子どもの境目は何歳からと思うか」と問いかけ、理由を挙げてもらう。契約、喫煙などの場面から刑事事件・少年事件における手続を説明。

ワークシートを用い、架空の事案で、情状事実を抽出してプラス・マイナスの評価を加えて、処分を選択してもらった後、グループ討議を経てグループの意見をまとめて発表してもらう。

その後、実際の事案についても、同様に扱う。

さらに架空事案について、もし成人事件だった場合にどうなるのか解説する。時間を取れるなら、成人事件についても刑の選択を行ってもらう。

以　上

